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vernement du Congo belge”の第15条はコンゴに
おけるコンセッションの態様と内容を規定してい
る。この法令は“CharteColonial ”また“Charte




















v 一行ッシ＂ I ＞町 10へ勺ヤールをこえる公有財産の
ナべての－1.~ 、ソションとコンセッションに什いご
は、それ「） ；＇；・：：，、ずれであ.：／ 1,，ある期間内仁＿；3 L、亡，





( 1) 鉄泊，鉱~I I，鉱地あるレLt命鉱地cl):1ン！？
ッション















































通商の自由を認めている。（ロ） l ()52年 5月GHの法
令は湖水の利用や流水の利用に関するコンセッシ
ョンを特別に定めている。川 1932年 7月12日の法
f;- t漁業山コンセ w ン：1ンを定灼てヤるけ
(2) 第2のカテゴリーとしてのセ、ソシ目ンとコ
> 7 ・ソシ I＞：士． 議会ν＇）干渉 ts".しに法令に j：って
"gr'！：•られろれのであ／〉。 これ：！‘公有地（！） t＇’ツショ
ンで 1件 ll.1ヘクタールをこえぬものである。 セ」
んに最大限：10年の期限の公有地に対すらコ〉セヴ
ションは 2万5000ヘクタール以内とする。
(3) 第九のカテゴ IJーとしてのセッ三ヲ J とコ
ンャッションは法令によって認められるが， 法令















（注 1) Jean Pierre Paulus, Droit I'ublic du 
Congo 九•lge (Bruxelles, 1959), p. 71. 
（注2) J. Paulus, p. 462. 
Ci主3) J. Paulus, p. 112. 
G主4) J. Paulus, p. 112. 
Ci主5) J. Paulus, pp. 112～116. 








も:f，：：壬，って，iを：；，：：ベる ComiteSp長cialdu Ka tan 
に；i や ComiteNational du Kivu ui J・1な談前線＇1＇ら
i r たれーの場 （；はこの；者駐車を基本として，ふれぞれ独会








施設，／）Ii日発を援山 jるこ ξ，第21二、 1 ンゴ政！日
にその株式のあるいは収入の何パーセントかを納






［コンコ商工業開発会社J(La Compagr巾 duCongo 
pour le Commerce et l’Indus仕ie=CCCI）と「カタ











ゴj虫、'7:.l玉ll'Etat lnd{1》endantdu 心 )fl伊川とし、〆〉
て、レす了）； Fレド It±I：の統治する P~I であ、たいけJ
FlO府｛jに LiJ主制人／）二子を隠れて，；；レ＼ -f,Qとな yたλ
｜司王i土， lポ州年に先に述へた〔：仁仁lとLウ持株会
止をつく.'f二ω I茂、むつ口的；上iタくしつようなもので」＇）
ど）， :-1シコ 1：月発に対ナるU4Tn私的負担は j円／JlI→ 
ゐ，／ Iみで収益はぷか〆 rたのC，財政建亡u'_(LO> lこ
めコンコし＇） ;Jc:,fJ'i!J;（および無主地（i)[til{ffヒを1＇〔，＼




1L~h SけuthAfrica心Jmpanyが1liγフリカカ冶 （> 11 
一子斗ア士と Jj PてiJ!1 Iしてきてし、たが、 ｜七i+:it 
}J ケシりを fr存（~するたh ；こ CC('1 1:ilして力グン
ゾlを間経 J-ゐ会社である LaC‘けmpa日niedu Ka-
tan山l（ぐI＜：を；茂立した。この会計はりケン if，）竹内









川協定 (1891汁協定）によ sてりゲ／り川、1，エ l三O。子
J j V t1 f ・ J tJJ . HiOOノリゾケ i二lヘ；｝仁＇.＇ i L ／、ニリ L /JKし
こ山1＜分： r :JiJくしりようなイ；{¥Jit乙／人/J；あ J • ／こu たと
えば二七（以（全体の；l分の 2）と二三位以 C：；分の 1) 
とJ〕境界線にまたがる鉱iべの場ひなど， そJ）特A
n-cr〕処王平は技術的にl君難であ yたO そのため J -, 
J）会社をつく， J-c ‘ それにす～ての管理をまかせ














mite Nati‘》naldu IえlVU に対しては優腫した権i役
をも•）ていたが，資本のり%しか保有しておら寸，
また第 3の誠治権代行会社である Cheminsde 
Ferd出（；randsLac百社iこは，コンゴ政府は資本
参加していなか， yたが， .j:IJ，何＜！） 47.4%を受け取る





るのは王でも総停でもなく， CSKであった（i 2) 
(! :JI 。
一方ラ先に述べたイギリス系資本の力タンガ進
ilは， TanganyikaConce出 ionsLtd. (TC)を先兵
として行なわれたが，この TCはI~JO I {j'にかゲン









その後 ベ Pレギーの財 It自 :3oc1己t己（;enerale de 
l3elgiq ue (S. G. B. or S. G.一一一（ス；ιi:t;上び仁 SK
(f）大株主）；土 CSK泊、「〉勺 7ンルにおけ心：， 7j ,j()()() 
；｜えか＼・ ri v) ・Iてi世山r:+1発十主主：譲り’立’：tラ さらにCK 
および光山 TCの参加をえて、 l!)()fi{f]()/j三81iに
l fnio11 ¥Iiniとrじ ιluI [aut-hata1明；｛ :I; I立立したJ
ここで主導的役,1_:!Jをit貢じた SCB と；土、 18コ三1,r
Lニぷιさ,J1_, ぺ／レ千ー E宝も例人i'lJに財政f＇）な参
/Jil全して＇. ' ;,: 
このとも＜iBにつL、てιぅ少しふれておくこどが
ヘルギーのコンコ支配を匁！と：，，こ f!J.:'!J. Cあんら
SCllは たとえばア .1 I) 1］の Bank《，IAmcnc;i, 
I 日 Steel司（ ;en era¥ I¥ノTc山JfS, ・1、 ＇N ；＼，などを i'1
わせた上うた大財閥で、メ（出しf〕i!Jfれ1t二、1¥1寺山官民
けがj：トl｛自ド Pレと L、i,). l、 これは／＼んへ一円七金融
W.r♂）がJ,18＂けにあたふとレ；／ ,,j] ，＇.，＂メ（； B；主二1レ ！ 
にその官jl'f＇しりがL'd｝山 l, Ii｛；意！）（｝（）（）－／jド1！，を役む
しごJ.j I) , lJ [¥J tとはじめとして多数ゲl（会社をi的
じにこJJ コ経済 J)7 );1Jを支配してLイこ也山でん
IJ，ごJンコ 1／）実際上山支配者のーっ・c!.・, ・, t二。
l I f¥Iはlリリ（）年九 1tでを期［I｝！とするごIンセツン
1シを与えられ， l000 li ，＜ルギー・プラン（1906年
九I#, 5べ？レギー・フラン τ1u.s. ，ごル）を資本金と
しぐ発）止したυ 資本合］（）ノり！創立以；g と 1℃カ；半
分すっ所有し‘配当十i株式 10万株iJ，’i、C が t)j 
ド＋：.仁川（ ＇う‘ (1/J f朱をFi)ifrしといJこ； I ,! 0 
;: r/ I （を(1%2＞！），こしI）株よIt数日 I'.1 /J'.'Ot HI株三
h iJ、 でし／）〕し＇＇ i初JHょj：と L'.: ( t , ＇～、、／人か p






の参加！であ d pたものが‘ その後フランスを始め土
して， y}  1）カも TCを通して lr¥.1iこ参加し亡く
るようにな〆 pfこ。







































CU I/Ji）日.Hempstone, Katanga Report, p. 49. 
lJ 1¥1 Ltぷ＿，＇；：後 n：下iから利益を配合しはじめ，
独史的にはケタン力、丹、！の歳入の80';i, C 8400万ドル〕
;t UMに上って支iIδれていた c,6¥ UMはま
たアナ・－， ＞ゲ， ケt－コソトト二次」、で 1：界第九の銅
鉱山会社であり，カタンザ地｝jftγ メ 1）力、子！）、
北 fl一戸シ f, 力ト夕、に－；し、で 51昏！！の鋼生産出
企l出－ , ・cL、た。その！也｛＞＇1:J)j主＇~長 -tt：はたとえばカゲ
ンチJn: ~＇：共産出が生産する 1 1トンに対して 6トシ
のl?J｛；－で銅を生産して，，、ることで勾Jiしよう J ヅピ
ヱトか 1 シコ問題にI¥,:］心をもつのも， またブラシ
ス， F メリ力がコンコ問題に関心をいi二つのもすべ
てこの銅のためといえよう。
主たこの lJM はへ Yレギーの~，1；向費量の全一塁とフ




¥・ 1グノム）， ,' > -J／；，の 5'/, ラジ ，'Jム（！） ,J・ Jこぐ
(27. Iii＂）ム）をノJ：.！庁 Lてlいた。他l二l匝鉛（t止界の

















まずコンセヴ〆ヨン付与の流れを iヌi示し亡おこ して政府から開発怖を認めちれた 3社のステイタ
うUi.7）。 スは次のようなものである。
第 1！溜 コンセッションf-tJj.の流れ
I ・-! 譲許権代行会社 議許会社
本同氏府l Pouvoir匁 Cone岳山nts Concedees 
／『 ~r S K 1~ 'I U 1¥ I etc. 
｜植民地政府fi-rC ~ L 庁 一！BC~I附
"I c N'K ,・ 
（け） ！っ図何時誌を説問！すると，以下のとおワである。
CSK－ーComiteSpecial du Katanga 
CFL ~Compagnie des Chemin吟 deFer 《lu
Congo Superieur a日xGrands Lacs Africains 
CNK--Comite National du Kivn 
UM  -Union Miniere du Haut Katanga 









め， BCKC注8〕やフォyレミニエール仏A Forminiere) 
（注9〕などが知られている。
第2表 Pouvoirs Coneるdants:l f:土のステ fタス
C. S. K ! 1「ゴンゴ猟 γ！
Comite Soe-1 I ' 〆 」店行カタンガ州特定地域
内：J -1 . u~: I I悶JとCKと｜
-;;;,: uu山＂＇ !1900年iの1900年6月！における土地，森林，
信組引 いの協定 i鉱山凋発問許権
CF.L-Ciedesl I I 
Chemins des! 1「コンゴ独立！コンゴ東部特定地域
Fer du Con・! I I 
go Sup品rieur¥ li'AJとC.F.LIにおける土地所有総
aux Grands直伺ヨ桐 I 
工acsAfrica-I lとの1902年の｜と，鉱物，森林の開





















(; i l ) I】1errcJoye et R内sineLewin，“ Le討 ’r,-
u吋 auL河川1go” (Bruxelles, 1%1), ); 9 ,:; Le Porte-
feuil¥e du （‘川1日付 et¥es Compagniesλelm rte 
I 1－ノ｝ー j,:＇ノ J1・J,:Jろ［h[牛、と；＇I!,'{ .l /(, I : 
!-'I: (Le l'nrtdeuille du Con氏。）》正 'li,',_':( ＇角y11'
Cf1i’JHgi.＇卜），＇』， N円 I酔， 196;-;,16 :I), ~ 
(,'(2) l'ierre l'auluへ／）roit !'uhlic du （マο11,i;O
Jie!)},c (Bruxelles‘lJ:ilJ）、 I〕ー l'.'I
( iい：＼） ,: Jに怜，， l・JT川iit古＜ i I j,I',' '• i . , 
J業村I主i/. ;o i: i/:, ・ t, 岐：／；，－，＇＿，－： ＂い !f¥',j・ iな'c.J、J
I f, fj;円ド，＇11f' j '.l i/; l;_ •', 〆， iえ：；－ ：出J,Vr 1βド；！；I' I 
：以 II J'.c I『＇，I灯J＇えやし
(, ;, 4）日mith I!empstone、 Katan山 Z H,'}>ort 
(Lond川 1,1%2), jl. -1叫
Cf.' 5 ) I lernpstone, p. ,EL /; fこI, H :,;,,ttl'IJ,1、
' 1 l : 1.i勺l、む，l,,'r '1IJIJしiどi!,/: ,: 
(; i' fi ) I [ernpstone. p. 4(). 
Cl，ニ 7) '! ，：，立UTJ!j i!t ,';j. 「コンヱ世 f'.!i'1係済級制」
（「，.1，：：銀川！紅白 ru1，か54'i, 1:/H:',Wi 4 J），：：グ、ー／ υ
（＋：同） CornJ〕a日niedes ℃hemins de Fer du Bas 
Con日0λuKat礼nga.主J,,'r_ i者三 i,: [i:、l i；／ヒ YH-l、三。
おじB山鉄造三社c
〔i＇‘9〕 Soc1長teInternationale Forestiere et ¥1im 
ere clu Congo. 1906’！ ノ； f1i：よム カ→f f什＇＇＞タ r， 亡 J
I rれ！d;: ti 


























な，こ ）Sf）、 1 Ufr'tはがi年にはやはり 425位7 う L
二、十一 Lたと L＼われる（＿ I いο 独立後この資庄の＋，1U込
立， -C.1l,ギ一政府と二iシゴ新政府との間の大き心
題 L:.t仁 pj二υ すな；／＇丸、 ベルー干一政府の所有する










































11900年 6月19日コンゴ独立国と laCompagnie 
du Katangaとのl司に梢結3れに協定によ i）設立
主41, ;Ip~，），コンゴ独立国の1900年u月 f, 13の政
令；こよ，－，て法人格全与えられた laCompagnie 










































































































































金がコンゴの総予算の 45%を占めるという 1 ニオ
ン・ミニエール社の接収であった。
独立国としてはー圏内にこのような外国企業の













1967年 1月 113 tζユニオン・ミニエール社の在
コンゴ資産は接収され，新しい会社ジェコミン























（注 1) 「f ンゴ動告L少ベバギーの資；＇（ J（『；k;X銀行
月報J，損害17巻第2号， 19651J',・2月号〕， 43ヘージG
（注2）“CongoDecree cancelling Belgian Co-
mpanies’Rights to grant Mining Concessions," 
International Legal .Hatenals, Vol. IV 2 (March 
1965), p. 232による。 .~ lし：: ＇.；~式のブラ J .・.）；文i}J英
訳である。
（注3）“Congo”Explanatory Statement, pp. 
233～238 
（註 4) Robert Kovar，“La 'Congolisation’de 
l’Union l¥liniere du Haut Kat釘 1ga，” AnnuaireFr-
an,ais de Droit International, Vol. XIII (1967), p. 
763において， Kovarはこの LoiBakajika l土 鉱床
に対fプ！ ゴの主権，：＿ 1,r ,i:~ ，コン七ノシ，／の14
評価壬，｝＇めぐものと述ヘ日、る。
（注5) 4の経過については拙稿「経済！＇.JI'ιと資源
の閣街化政策J(N ni1縦『ア 7 リカ諮問における絞済
自立J，アジア経済研究所、 1969<f）を参AP,C 
〔注 fj）“℃onventionde cooperation technique et 
protocole annexe，” Congo 1.967 (CRISP, Bruxelles, 
1968), pp. 481～486. 
（注7〕 そしり後コニオン・ミニエーノL社IJ:, Union 
島1:imeredu Haut-Kat川1日日力九単に ITnir n Mi泊告re
と社；守合3ιJている O lア， 与ナダ，オ ヘ：－ －；，リア，







bert Kovar, p. 775. 
（注9) 1967年 5月111:,i'fしい鉱業式 L匂islation













































？お l；二， ユ二寸ン・ミてヱ、 yレネ士の夜収とし、う
企業♂）｜耳家的所千ft,イr江f）れたが、 二(I）事実は‘
ア／l，乙 XI.Iア，，：， ,'j Jノダヲ ヤL」ド アゲ）[1,4 -・fj ｛ヒと
I主って‘ 社会i兵 i二J1F伐と：－ －こff!(f》れたもの
でtL /.-_L、
i-"ゴに、 三二 4ン・ミニエー／レ付（;ti妾lえて、あ＇＇
て日正有（ヒではふ L、と L、うfょを指摘しておこう。 IJj







ブリカ十イ iー〆干：1 ／山一態様と L、うことができ
tう。
本fo;j:.t'j > Pに；；；十己資？点に対する le権！改定を
をのコン＇， •'! :,. ！ン山変化からと心えてみたが、
次には二山上う！dPdr/:をうたがした 2 ンゴ｜せ内外
の政治的，経済的安 l*をさぐー少てみたL、と忠、う
(, 3 j 
0 
〔i' l ) r』i〆l
,'t 1＇，＇万）， 1' ', /, t, , ご：I};[ ¥ :s i｝ノi長；t: t, 1・1x: 、だ烈ご
ピTiρ；1；ご 1 ご 1＼祐w,'( Y午快lht：、＇,,•,-r' 手jI ,tES: 
l’！日、 ：', ' < i:；，う、r:Jf' ,"-ii -L、＜：，＂
( I i三） I内1:i--_ n1; r I q !11ヒ4め：ら L1:a民主／）ζi)J治
1:. l,1 I （「外 1 ：~fi Ji'( .ri ilil：と 1,1；十辺、』， 問！；， 1/平日39;1), 
｛～口、ン
E’ o 
C i :i) 二ii1,;( fr，，今 J；句、／二以後i'j丸、て， 1970：ド 3
JI 111 1ノ法令によサて c;E℃OMIN: t la Generale 
congolai日edes mines (GECOMl:¥!S) と己主 F，さ itる
こ1 にん〉た。ルJ、！考会i点。 ：， j.J：、1:1j、?:Iとなり，（Ii＂；～物
',,!AJ & ,C !HJ発，（21f;J:1 i ，／処J1J', (:;it1: :i，加IL1'1トI）敗っ
／ 〈 夕 、 F ' ' ! , I I’ムつ＿， し〆ムー白，」 0
l I i¥,1JJ 拘liitは，694-'9万24!1から15；十日iにわたうて，
llM ハff, J:であらブルソセパ・〉／工可ラノ＇ 主：二 {_j ti: 
(S(;_¥I), りしてけ：【lj I斗lこケえ人 HろG fなi,t,UM
! ・{( 1/f"；：メ； Jられ似こ， J-lイl:()jl術協力にえIJ乙＇-rfc'rf,1
亡j{I、，（；E<:(l:V1INS)P’t Yi J、6%に 1：、＇， .1;:,w 
I '/ f) J[I'うご二七し， 1511-i全力 i'，（土 S心M はN:1' I！＇：ぅ ｝} 
, I j:,j i <'.,!, ＇、 C !. r ] 与右受け 1，らこことな J よい
, 
'' 
C.v.'1在住：f1lf;F f L;J,¥! it Mf t先tU
アジア経済研究所刊行……H ・H ・－－一………………
7 .・l , ＂＇ウム 1；菜ふ現状と訴！屈を概歓 L，さらに資源、国の開発
状況を fl」；：）；にとらえたft(者 e アバミニウム二r:業の現状と蒜題／
アんミニウム愈j造JIJ,itH'ft昨日／アルミニワム民際独占資本の資





策c'J変忍ーと＿； （｝）政庁， ・ tL t斉白ノJ背景を追跡 L，実態篇は，インド，
海外アルミ資源の跨発
両足 滋総若




A5判／27HU¥850 ,: tスタン，台湾九段も 11，心的な擬助プロジヱグトの分析を試
み Tニ。
・アジア経済出版会発売
69 
